
　元日に発生した能登半島地震により、お亡
くなりになられた方々に哀悼の意を表します
とともに、被災された方々にお見舞いを申し
上げます。
　交通指導隊の皆様におかれましては、日頃
から、昼夜天候を分かたず、街頭活動による
歩行者の保護誘導や、祭典等における交通整
理等に取り組んでいただいておりますことに
対し、深く感謝を申し上げるとともに、心か
ら敬意を表します。
　さて、昨年の県内の交通事故情勢につきま
しては、発生件数、死者数、負傷者数ともに、
前年に比べ減少しているところであります。
これもひとえに、隊員の皆様方をはじめとす
る、交通安全に携わる交通関係機関・団体の
長年の御尽力によるものと考えております。
しかし、死者数は32人と、第11次秋田県交通
安全計画に掲げた目標の達成には至っていな
いほか、全死者数に占める高齢者の割合が６
割を超えるなど、依然として厳しい状況にあ
ります。
　また、県内における信号機のない横断歩道
では、いまだ半数近くのドライバーが停止し
ていない状況にあるほか、自転車乗車中のヘ
ルメット着用率が全国的に見て低調であるな
ど、県民の交通安全意識向上も課題となって
おります。
　県警察では、今年の業務運営の重点目標と
して「交通事故防止のための総合的な取組」
を掲げ、
○　子供と高齢者に重点をおいた交通安全の
　確保

○　横断歩道における「歩行者ファースト」
　意識の浸透
などの取組を、組織を挙げて推進することと
しております。
　第11次秋田県交通安全計画の全ての安全目
標の達成や、「日本一交通事故のない安全・
安心で住みやすい秋田」の実現に向けて全力
を尽くす所存でありますが、警察の力のみで
達成できるものではなく、皆様をはじめとす
る交通関係機関・団体のお力添えをいただき
ながら推進していかなければ、到底なし得る
ものではありません。
　隊員の皆様方には、各地域における交通安
全活動のけん引役として、なお一層の力強い
御支援、御協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　結びに、交通指導隊の益々の御発展と、隊
員の皆様の御健勝を御祈念申し上げ、挨拶と
いたします。
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＜表彰一覧＞
　[知事表彰]

　　永年勤続表彰 ・・・・・・・・・・・・7名

　[警察本部長・交通指導隊連合会長連名表彰]

　　12年以上勤続表彰・・・・・・・・・16名

　[交通指導隊連合会長表彰]

　　7年以上勤続表彰・・・・・・・・・・23名

　　40年以上勤続表彰・・・・・・・・・・3名

　　30年以上勤続表彰・・・・・・・・・・6名

　　特別功労表彰 ・・・・・・・・・・・・1名

　　満4年以上勤続連合会理事退任者表彰  ・1名

　　※ 特別功労表彰 とは、40年以上勤続し退職した隊員のうち特別な功労があったと認められる者
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 令和5年10月20日(金)、秋田県児童会館
において各市町村から約300名の交通指導
隊員参加のもと、「交通指導隊大会」を
開催しました。

 昭和49年6月に発足した秋田県交通指導
隊連合会は、同年9月6日に「第1回秋田県
交通指導隊大会」を開催してから、今年
度で50回目を迎えました。

 式典では、小坂会長が「地域に根ざし
たきめ細かな交通安全活動を推進する立
場から、依然として横行する飲酒運転や、
高齢化が進む本県の厳しい交通情勢に的
確に対応し、県民の生命と安全を守るた
め、一致団結して活動を推進する」と式
辞を述べました。

 続いて、交通指導隊員として、地域の
交通安全活動に尽力した隊員57名が表彰
されました。

第50回記念 秋田県交通指導隊大会

大会開会

知事表彰

連合会長表彰



　　　　

 表彰後は、副知事・警察本部長・交通
安全協会副会長から祝辞が述べられまし
た。

 その後、受賞者を代表して、井川町交
通指導隊副隊長の齊藤 仁さん（永年勤
続表彰受賞者）から、「本日の受賞を契
機に、より一層の研鑽を積み、指導隊員
として資質の向上を図ることで、交通事
故からこどもと高齢者を守る」と謝辞が
述べられました。

 続いて、「こどもと高齢者を交通事故
から守る」、「反射材の使用を呼びかけ、
夕方から夜間の交通事故防止に努める」
等の大会宣言が採択され、最後に交通指
導隊員の結束と交通安全への願いを込め
た「交通指導隊の歌」を歌い、大会式典
は終了しました。

 なお、式典後に予定されていた観閲式
は悪天候のため、残念ながら中止となり
ました。

交通指導隊連合会隊員研修会
　　　　

 令和5年6月16日(金)、秋田県スポーツ
科学センターにおいて、交通指導隊員の
知識・技能の向上を図るため、隊員研修
会を実施しました。
 県内11市町村から25名の隊員が参加し、
小坂会長からボランティア活動の心構え
を指導していただいたほか、警察本部交
通部交通企画課の田口係長による県内の
交通事故情勢等と交通事故防止対策につ
いて、御講義いただきました。
 座学のほか、服装点検や整列、保護誘
導における動作を重点的に確認しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P.3
　指導隊通信第１２４号

謝辞

会場の様子

小坂会長による講義
「ボランティア活動について」
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令和5年度 交通安全功労者表彰（内閣府）

令和5年度 秋田県交通安全功労者表彰

 令和5年10月31日(火)、交通安全の
確保及び交通安全思想の普及に貢献し
顕著な功績のあった者として、内閣府
特命担当大臣（中央交通安全対策会議
交通対策本部長）による表彰式が開催
されました。

 秋田県からは、個人表彰で髙橋秀一
さん（秋田県交通指導隊連合会理事、
五城目地区交通指導隊連合会会長及び
八郎潟町交通指導隊隊長）が受賞され
ました。

 令和5年9月21日(木)、県民の交通安全
に対する関心と交通道徳の高揚を図るた
め、知事による交通安全功労者の表彰式
が開催されました。

 交通安全のため献身的に力を尽くし、
交通事故防止に著しく功労のあった者と
して、交通指導隊からは
 佐藤  芳幸さん（秋田市交通指導隊）
 河井 千代子さん（能代市交通指導隊）
 赤塚 カネ子さん（能代市交通指導隊）
 鎌田  芳彰さん（横手市交通指導隊）
 伊藤  進悦さん（大仙市交通指導隊） の5名が受賞されました。

令和５年秋の全国交通安全運動
「秋田県中央集会」での表彰式

表彰式
（内閣府「中央合同庁舎第8号館」）



令和5年 秋田県交通死亡事故抑止継続表彰

市町村名 継続日数 到達日 始期

三種町 1,000日 令 和 5 年  2 月 2 5 日 令和 2年 6月 1日

東成瀬村 2,500日 令 和 5 年  3 月  8 日 平成28年 5月 4日

井川町 1,500日 令 和 5 年  6 月 1 6 日 令和元年 5月 9日

藤里町 1,500日 令 和 5 年  8 月 2 3 日 令和元年 7月16日

五城目町 4,000日 令 和 5 年 1 0 月 2 9 日 平成24年11月16日

上小阿仁村 2,000日 令 和 5 年 1 1 月 1 0 日 平成30年 5月21日
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 交通死亡事故抑止継続表彰を受賞された市町村を紹介します。

藤里町

三種町

井川町

上小阿仁村

五城目町

東成瀬村

※県民の交通安全に対する意識と
 交通道徳の高揚を図るため、交
 通安全対策を積極的に推進し、
 交通死亡事故発生の抑止を一定
 期間継続している成績優秀な市
 町村に対する知事表彰



令和5年 秋田県の交通事故状況

区分 令和4年 令和5年 増減

発生件数 1,157件 1,155件 △2件

死者数 33人 32人 △1人

負傷者数 1,351人 1,339人 △12人

区分 令和4年 令和5年 増減

高齢死者数
(全死者に占
める割合)

21人
(63.6％)

21人
(65.6％)

0人
(2.0ポイント)

○優良市町村ベスト5

競争実施結果
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◆飲酒運転違反件数は前年比 49件増加
 ※ 211件 → 260件
◆飲酒運転による死亡事故件数は前年比 2件増加
 ※     0件 →    2件
◆飲酒運転以外による死亡事故件数は前年比 2件減少
 ※   31件 →   29件

○結果概要
順位 市町村名

1

小坂町

上小阿仁村

五城目町

大潟村

5 仙北市

令和5年 秋田県飲酒運転追放等の

○高齢者の歩行中死者の状況
 月別
    1～  3月・・・・・  1人 前年比 1人増加
    4～  6月・・・・・  1人 前年比 1人増加
    7～  9月・・・・・  2人 前年比 3人減少
  10～12月・・・・・  4人 前年比 1人増加
 時間帯別
  昼間 ・・・・・・・  4人 前年比 1人減少
  夜間 ・・・・・・・  4人 前年比 1人増加

○高齢者の状態別死者数
 歩行中・・・・・・・  8人 前年比 増減なし
 自転車・・・・・・・   2人 前年比 増減なし
 車同乗中、その他・・   1人 前年比 2人減少
 二輪運転・・・・・・   0人 前年比 1人減少
 車運転中・・・・・・10人 前年比 3人増加

発行：秋田県交通指導隊連合会事務局（秋田県生活環境部県民生活課）☎ ０１８－８６０－１５２３

会　長　小坂 修一郎（秋田市）

副会長　佐藤 鐵男　（大館市）

理　事　小田嶋 義幸（鹿角地区）

　　　　鈴木 幸次　（秋田市）

　　　　佐藤 健男　 (仙北市) 　

連合会役員

柏木 良二　（北秋田地区） 　

塚本 真木夫（能代地区）　　

高橋 夏夫　（由利本荘市）   

佐藤 秋雄　（横手地区）

麻生 俊一（湯沢地区）

髙橋 秀一（五城目地区）

齋藤 澄男（にかほ市）

鈴木 春一（東成瀬村）

鈴木 明　（男鹿市）

小松 一之（大仙・美郷地区）　


